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様 神 経 前 駆 細 胞 を 培 養 下 で 生 き た ま ま 観 察 （ l i ve  ce l l  imaging も し く は











in  v ivo で解析した。生後 5 日目（ P5）のラット海馬に存在する分裂細胞をチミ
ジンの類似物質であるブロモデオキシウリジン（ BrdU）を用いて標識した。BrdU
投与後 30 分後では BrdU 陽性細胞の内、約 60%がアストロサイトのマーカーで
ある S100b を発現していた。これらの BrdU/S100b 二重陽性細胞は同じくアスト
ロサイトのマーカーである GLAST や GFAP、神経前駆細胞のマーカーである
1  
 nes t in を発現していた。この結果より P5 海馬に存在する神経前駆細胞はアスト
ロサイト様の性質を保持していることが示唆された。つづいてこれらのアストロ
サイト様神経前駆細胞の細胞運命を調べるために P5 ラットに BrdU を投与し、
投与後 14 日目に固定した。 BrdU 投与後 14 日目には BrdU 陽性細胞の内 S100b
陽性細胞は約 20%ほどとなった。一方、ニューロンのマーカーである Hu を発現
している BrdU 陽性細胞の割合は BrdU 投与後 30 分後ではわずか約 6%であった
が、 BrdU 投与後 14 日目には約 70%に上昇した。この結果は S100b 陽性のアス
ト ロ サ イ ト 様 前 駆 細 胞 が ニ ュ ー ロ ン へ と 分 化 し た こ と を 示 唆 し て い る 。 ま た








胞が EGFP 陽性になり、その詳細な形態が観察可能となる。 P5 のラット海馬に
レトロウィルスベクターを脳定位固定装置を用いて直接注入し、3 日後と 14 日後














 次 に ア ス ト ロ サ イ ト 様 神 経 前 駆 細 胞 の ニ ュ ー ロ ン 分 化 過 程 を in  v i t ro で
Time- lapse  imaging 法を用いて生きたまま解析した。アストロサイト様細胞を可
視化するために、アストロサイトのマーカーである GFAP のプロモーター制御下
で EGFP が発現するトランスジェニックマウス（ GFAPｐ－ EGFP）を用いた。ま
ず始めに分裂直後の EGFP 陽性娘細胞の性質を調べた。分裂細胞のマーカーで  
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ある Ki67 を用いて免疫染色し分裂終期の核を同定した後、 GFAP、 Hu の発現を
調べた。分裂直後の EGFP 陽性娘細胞の内、大部分が EGFP/GFAP 二重陽性細胞
（ 82 .5%）、その他は EGFP/GFAP/Hu 三重陽性細胞（ 10 .0%）、 EGFP/Hu 二重陽
性細胞（ 7 .5%）であった。次にこれら分裂直後の EGFP 陽性娘細胞の細胞運命を
切片培養法と Time- lapse  imaging 法を用いて追跡した。 P4 から P9 の GFAPｐ
－ EGFP トランスジェニックマウスより海馬切片を作成し、共焦点レーザー顕微
鏡を用いて個々の EGFP 陽性娘細胞を観察した。 EGFP 陽性細胞の細胞運命を、
分裂後 0-10hr に固定した群と分裂後 12hr 以降に固定した群の二群に分類して解
析を行った。分裂後 0-10hr では EGFP 陽性娘細胞の内、 73 .8%が EGFP/GFAP
二重陽性細胞、 19 .0%が EGFP/GFAP/Hu 三重陽性細胞であった。分裂後 12hr 以
降では EGFP/GFAP 二重陽性細胞の割合は 0-10hr と比較して減少し（ 55 .8%）、
EGFP/GFAP/Hu 三 重 陽 性 細 胞 の 割 合 は 上 昇 し た （ 36 .5% ）。 こ の 結 果 は




分裂後 0-10hr では EGFP 陽性娘細胞ペアの内、 66 .7%が対称的に GFAP を発現
している娘細胞ペア、 9 .5%が対称的に GFAP/Hu を発現している娘細胞ペアであ
ったが分裂後 12hr 以降では対称的に GFAP を発現している娘細胞ペアの割合は
0-10hr と比較して減少し（ 46 .2%）、対称的に GFAP/Hu を発現している娘細胞ペ
アの割合は増加した（ 34 .6%）。この結果はアストロサイト様細胞が主に対称分裂
を行ってニューロンへと分化している事を示している。一方でごく少数ながら非
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